
(57)【要約】

【課題】　送気量を確実に調整できる内視鏡用の送気装

置を提供する。

【解決手段】　流量センサ５０と流量センサアンプ５４

とが、内部送気チューブ４４を通過する送出空気の実際

の送気量を検知する。そして電圧制御回路５２は、実際

の送気量を、第１および第２送気量設定スイッチ２６、

２８から送られる信号が示す目標送気量に一致させるべ

く、内蔵ポンプ４２への供給電力量を増減させるように

システム電源４８を制御する。この結果、被写体である

体腔内に送られる送出空気の送気量を、常に設定された

目標送気量とすることができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 体 を 体 腔 内 に 向 け て 送 り 出 す 流 体 送 出 手 段 と 、
　 前 記 流 体 の 目 標 送 出 量 を 設 定 す る 送 出 量 設 定 手 段 と 、
　 前 記 流 体 の 実 際 の 送 出 量 を 検 知 す る 送 出 量 検 知 手 段 と 、
　 前 記 流 体 の 実 際 の 送 出 量 が 前 記 目 標 送 出 量 と な る よ う に 、 前 記 流 体 の 送 出 量 を 調 整 す る
送 出 量 調 整 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 流 体 が 空 気 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 送 出 量 検 知 手 段 が 、 流 量 セ ン サ と 、 前 記 流 量 セ ン サ 用 の ア ン プ と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 流 体 送 出 手 段 が 、 前 記 流 体 を 通 過 さ せ る た め の チ ュ ー ブ を 有 し 、 前 記 流 量 セ ン サ が
、 前 記 チ ュ ー ブ の 経 路 中 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 流
体 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 送 出 量 検 知 手 段 が 、 前 記 流 体 の 質 量 流 量 を 測 定 す る こ と に よ り 前 記 送 出 量 を 検 知 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 送 出 量 検 知 手 段 が 、 被 写 体 で あ る 前 記 体 腔 内 の 画 像 信 号 を 処 理 す る 内 視 鏡 装 置 の プ
ロ セ ッ サ 内 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 の 送 気 装 置 に 関 し 、 特 に 、 送 気 量 の 制 御 が 可 能 な 内 視 鏡 用 送 気 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 医 療 用 の 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 被 写 体 で あ る 患 部 の 検 査 、 処 置 等 の た め に 、 体
腔 内 に 空 気 を 送 り 出 す 送 気 装 置 が 用 い ら れ て い る 。 そ し て 、 送 気 装 置 内 の 閉 空 間 か ら 送 り
出 す 空 気 量 （ 送 気 量 ） を 調 整 す る た め に 、 圧 力 セ ン サ の 検 出 圧 力 に 応 じ た 電 気 信 号 に 基 づ
い て 、 閉 空 間 の 空 気 圧 力 を 適 正 に 保 つ こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ６ ８ ６ ５ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ ３ １ ］ ～ ［ ０ ０ ５ ６ ］ 、
図 ４ ～ ９ 等 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 送 気 装 置 内 の 閉 空 間 の 空 気 圧 力 を 適 正 に 保 つ こ と に よ り 送 気 量 を 調 整 す る 場 合 を 始 め 、
実 際 の 送 気 量 を 検 知 せ ず に 送 気 制 御 を す る 場 合 に は 、 内 蔵 さ れ た ポ ン プ に 起 因 す る 誤 差 等
、 閉 空 間 の 圧 力 以 外 の 要 因 に よ り 、 実 際 の 送 気 量 が 目 標 量 に 一 致 し な い 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 送 気 量 を 確 実 に 調 整 で き る 内 視 鏡 用 の 送 気 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 は 、 流 体 を 体 腔 内 に 向 け て 送 り 出 す 流 体 送 出 手 段 と 、 流
体 の 目 標 送 出 量 を 設 定 す る 送 出 量 設 定 手 段 と 、 流 体 の 実 際 の 送 出 量 を 検 知 す る 送 出 量 検 知
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手 段 と 、 流 体 の 実 際 の 送 出 量 が 目 標 送 出 量 と な る よ う に 、 流 体 の 送 出 量 を 調 整 す る 送 出 量
調 整 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 流 体 送 出 手 段 が 送 り 出 す 流 体 は 、 例 え ば 空 気 で あ る 。 送 出 量 検 知 手 段 は 、 例 え ば 、 流 量
セ ン サ と 流 量 セ ン サ 用 の ア ン プ と を 含 む 。 流 体 送 出 手 段 は 、 例 え ば 、 流 体 を 通 過 さ せ る た
め の チ ュ ー ブ を 有 し 、 こ の 場 合 に お い て 流 量 セ ン サ は 、 チ ュ ー ブ の 経 路 中 に 設 け ら れ て い
る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 送 出 量 検 知 手 段 は 、 流 体 の 質 量 流 量 を 測 定 す る こ と に よ り 送 出
量 を 検 知 す る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 送 出 量 検 知 手 段 は 、 例 え ば 、 被 写 体 で あ る 体 腔 内 の
画 像 信 号 を 処 理 す る 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ 内 に 設 け ら れ る 。 　 　
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 先 述 の 内 視 鏡 用 流 体 送 出 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 送 気 量 を 確 実 に 調 整 可 能 な 内 視 鏡 用 送 気 装 置 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 送
気 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 装 置 は 、 被 写 体 で あ る 患 者 の 体 腔 内 の 撮 影 に 用 い ら れ る ス コ
ー プ （ 図 示 せ ず ） と 、 ス コ ー プ か ら 送 ら れ て く る 画 像 信 号 を 処 理 す る プ ロ セ ッ サ ２ ０ と を
備 え る 。 ス コ ー プ の 先 端 部 か ら は 、 被 写 体 で あ る 患 部 の 検 査 、 処 置 等 の た め に 、 体 腔 内 に
空 気 を 送 り 出 す こ と が で き る 。 そ し て プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 表 面 に は 、 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ２ 、
送 気 を 開 始 さ せ る た め の 送 気 ス イ ッ チ ２ ４ 、 送 気 量 を 設 定 す る た め の 第 １ お よ び 第 ２ 送 気
量 設 定 ス イ ッ チ ２ ６ 、 ２ ８ 等 が 設 け ら れ た 操 作 パ ネ ル ３ ０ 、 送 り 出 す 空 気 を 通 過 さ せ る 外
部 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ の 接 続 口 ３ ４ お よ び ス コ ー プ と の 接 続 部 （ 図 示 せ ず ） 等 が 設 け ら れ て
い る 。 な お 、 接 続 口 ３ ４ に 接 続 さ れ な い 外 部 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ の 一 端 は 、 ス コ ー プ に 着 脱
自 在 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ２ は 内 視 鏡 装 置 を 起 動 さ せ る た め の ス イ ッ チ で あ る 。 メ イ ン ス イ ッ チ
２ ２ が オ ン さ れ て 内 視 鏡 装 置 が 起 動 し て い る と き に 、 外 部 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ が 接 続 口 ３ ４
お よ び ス コ ー プ に 接 続 さ れ て 送 気 ス イ ッ チ ２ ４ が オ ン 状 態 に な る と 、 外 部 送 気 チ ュ ー ブ ３
２ 、 ス コ ー プ 内 の 送 気 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 空 気 が 体 腔 内 に 送 り 出 さ れ る 。 こ
こ で 、 送 出 空 気 の 目 標 送 気 量 が 、 第 １ お よ び 第 ２ 送 気 量 設 定 ス イ ッ チ ２ ６ 、 ２ ８ に よ っ て
設 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ 送 気 量 設 定 ス イ ッ チ ２ ６ の 押 下 に よ っ て 送 気 量 を 増 加 さ せ 、
あ る い は 第 ２ 送 気 量 設 定 ス イ ッ チ ２ ８ の 押 下 に よ っ て 減 少 さ せ る こ と に よ り 、 目 標 送 気 量
を 所 定 の 値 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 操 作 パ ネ ル ３ ０ に は 、 パ ル ス ス イ ッ チ ３ ８ 、 １ 秒 ス イ ッ チ ４ ０ が 設 け ら れ て お り
、 パ ル ス ス イ ッ チ ３ ８ の 押 下 に よ っ て 送 出 空 気 は パ ル ス 状 に 送 気 さ れ る 状 態 に な り 、 １ 秒
ス イ ッ チ ４ ０ が 押 下 さ れ る と 送 出 空 気 は １ 秒 間 だ け 送 り 出 さ れ る 。 そ し て 、 設 定 さ れ た 目
標 送 気 量 は 表 示 モ ニ タ ３ ６ 上 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 内 部 に は 、 内 蔵 ポ ン プ ４ ２ 、 内 蔵 ポ ン プ ４ ２ か ら 送 ら れ る 空 気 が 通 過
す る 内 部 送 気 チ ュ ー ブ ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ２ が オ ン 状 態 に な る と 、
Ａ Ｃ イ ン レ ッ ト ４ ６ を 介 し て シ ス テ ム 電 源 ４ ８ に 電 力 が 供 給 さ れ る 。 さ ら に 、 送 気 ス イ ッ
チ ２ ４ が オ ン 状 態 に な る と 内 蔵 ポ ン プ ４ ２ が 作 動 す る 。 こ の 結 果 、 空 気 が 内 蔵 ポ ン プ ４ ２
か ら 内 部 送 気 チ ュ ー ブ ４ ４ に 送 り 出 さ れ る 。 内 部 送 気 チ ュ ー ブ ４ ４ は 、 接 続 口 ３ ４ を 介 し
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て 外 部 送 気 チ ュ ー ブ ３ ２ と 接 続 さ れ 、 送 出 空 気 は 内 部 送 気 チ ュ ー ブ ４ ４ か ら 外 部 送 気 チ ュ
ー ブ ３ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 内 部 送 気 チ ュ ー ブ ４ ４ の 経 路 中 に は 流 量 セ ン サ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 流 量 セ ン サ ５ ０
は 、 内 部 送 気 チ ュ ー ブ ４ ４ を 通 過 す る 送 出 空 気 の 質 量 流 量 を 測 定 し 、 こ の 質 量 流 量 を 示 す
信 号 が 、 電 圧 制 御 回 路 ５ ２ 内 の 流 量 セ ン サ ア ン プ ５ ４ に 送 ら れ る 。 そ し て 、 流 量 セ ン サ ア
ン プ ５ ４ に お け る 演 算 処 理 に よ り 、 送 出 空 気 の 実 際 の 送 気 量 が 算 出 さ れ る 。 電 圧 制 御 回 路
５ ２ に お い て は 、 流 量 セ ン サ ５ ０ と 流 量 セ ン サ ア ン プ ５ ４ と に よ り 検 知 さ れ た 実 際 の 送 気
量 と 、 第 １ お よ び 第 ２ 送 気 量 設 定 ス イ ッ チ ２ ６ 、 ２ ８ か ら 送 ら れ る 信 号 が 示 す 目 標 送 気 量
と が 比 較 さ れ る 。 そ し て 電 圧 制 御 回 路 ５ ２ は 、 実 際 の 送 気 量 が 目 標 送 気 量 に 一 致 す べ く 、
内 蔵 ポ ン プ ４ ２ へ の 供 給 電 力 量 を 増 減 さ せ る よ う に シ ス テ ム 電 源 ４ ８ を 制 御 す る 。 こ の 結
果 、 被 写 体 で あ る 体 腔 内 に 送 ら れ る 送 出 空 気 の 量 は 、 常 に 設 定 さ れ た 目 標 送 気 量 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 パ ル ス ス イ ッ チ ３ ８ 、 お よ び １ 秒 ス イ ッ チ ４ ０ （ こ こ で は 図 示 せ ず ） が 押 下 さ れ
た 場 合 に お い て も 、 各 ス イ ッ チ か ら 電 圧 制 御 回 路 ５ ２ に 所 定 の 信 号 が 送 ら れ 、 電 圧 制 御 回
路 ５ ２ は 受 信 し た 信 号 に 応 じ て シ ス テ ム 電 源 ４ ８ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 実 際 の 送 気 量 を 流 量 セ ン サ ５ ０ に よ っ て 検 知 し 、
検 知 さ れ た 送 気 量 が 目 標 送 気 量 と な る よ う に シ ス テ ム 電 源 ４ ８ を 制 御 す る こ と に よ り 、 送
気 量 を 確 実 に 調 整 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 実 際 の 送 気 量 に 基 づ く 直 接 的 な 送 気 制 御
に よ り 、 例 え ば 送 気 能 力 が 使 用 時 間 と と も に わ ず か ず つ 低 下 す る と い っ た 機 械 的 な 問 題 を
内 蔵 ポ ン プ ４ ２ が 有 す る 場 合 で あ っ て も 、 設 定 さ れ た 目 標 送 気 量 を 常 に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 体 腔 内 に 送 り 出 す 流 体 は 本 実 施 形 態 の 空 気 に 限 定 さ れ ず 、 患 部 の 処 置 等 に 使 用 さ れ る 水
の 送 水 制 御 に つ い て 適 用 し て も 良 い 。 ま た 目 標 送 気 量 の 設 定 方 法 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ ず 、 例 え ば 予 め 定 め ら れ て い る 数 段 階 の 送 気 量 の 中 か ら 、 い ず れ か を 選 択 可 能 で あ っ て
も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る 送 気 装 置 を 備 え た 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ２ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
　 ３ ２ 　 外 部 送 気 チ ュ ー ブ （ 流 体 送 出 手 段 ・ チ ュ ー ブ ）
　 ４ ２ 　 内 蔵 ポ ン プ （ 流 体 送 出 手 段 ）
　 ４ ４ 　 内 部 送 気 チ ュ ー ブ （ 流 体 送 出 手 段 ・ チ ュ ー ブ ）
　 ５ ０ 　 流 量 セ ン サ （ 送 出 量 検 知 手 段 ）
　 ５ ２ 　 電 圧 制 御 回 路 （ 送 出 量 調 整 手 段 ）
　 ５ ４ 　 流 量 セ ン サ ア ン プ （ 送 出 量 検 知 手 段 ・ ア ン プ ）
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